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堆積盆地内を伝播する長周期地震動の発達と消失
Development and extinction of long-period ground motion in thick sediments
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観測波形に見られる特徴
2011年 3月 12日に長野・新潟の県境付近で発生した地震について関東平野で観測された強震記録を調べてみると、卓

越周期 5秒の孤立的な大振幅の表面波が見られた。この孤立的な大振幅の表面波は、群馬県南部の盆地端で生成され、群
馬・埼玉県境の堆積層の厚い (>3 km)地域にそって発達しながら伝播してきた Love波であることがわかった。Love波
の振幅は、盆地構造が急変する埼玉・茨城県境付近で突如弱まる。
厚い堆積層内における Love波の発達過程を明らかにするため、現実的な盆地構造モデルを用いた差分法による地震動

シミュレーションを行った。

3次元差分法による地震動シミュレーション
盆地端で生成された表面波に着目するため、半無限均質媒質内に JIVSMによる関東平野の盆地構造を入れ込んだモデ

ルでシミュレーションを行った。JIVSMでは関東平野の堆積層を Vs = 0.5, 0.9, 1.5 km/sの 3層でモデル化されおり、関
東平野北部では堆積層の厚さが 3.5 kmを超える大規模な盆地構造が発達している。関東平野から見て北西に 45°の方向
から、卓越周波数 0.2 Hzの平面 SH波を入射させ、盆地端で励起した表面波の伝播・発達の様子を解析した。
現実的な盆地構造を含んだ地震動シミュレーションにより、観測された Love波の発達、伝播速度および極性を概ね再

現することができた。シミュレーション結果と仮定した構造モデルを比較すると、Love波の発達は堆積層の厚さが伝播
方向に増加していることが原因であることが示唆された。また、深部（>3 km）地震基盤構造を大きく変化させてシミュ
レーションを行っても計算波形に大きな変化が現れないことから、2 km以浅の浅部低速度層によって表面波の振幅が大
きく増幅していることを明らかにした。
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